
【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成29年3月14日

事　業　所　名

（ 259-1326

名

名

名

9 名

1 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

自己評価及び外部評価結果

平成13年4月1日

所　　在　　地

事 業 所 番 号

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム渋沢

□ 小規模多機能型居宅介護

■

1472800364

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.wam.go.jp/wamappl/hyoka/003hyoka/hyokanri.nsf/pSearch3?Open

平成29年5月8日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

平成29年1月30日

Ⅴ アウトカム項目

事業所は、小田急小田原線「渋沢駅」南口から徒歩１０分、坂道を登った丘陵地の
畑と住宅地にある２階建て建物内の１階にあり、２階には同一運営法人のデイサー
ビスセンターがあります。法人の医療法人社団は地元を中心に、病院や地域密着の
看護と介護の諸施設を運営しています.
＜優れている点＞
利用者には重度の人から軽度の人までいて、一人ひとりの思いや楽しみ、不安、悲
しみは異なり、それぞれに合わせた生活を支援しています。管理者は認知症のキャ
ラバンメイトの指導員でもあり、理念の「利用者と職員間の人間愛」をベースに
「認知症」の周辺症状 (ＢＰＳＤ)を分析し、「私のことをもっと知ってもらいた
い」にまとめ、ケアプランに反映させています。職員体制は居室担当に、サポート
する職員を配置し、手厚くしています。さらに職員は疑問や意見があると「自由
ノート」に記入し、会議の冒頭に一つひとつ解説し共有し、緻密な見守りに結び付
けています。
＜工夫点＞
同一建物内のデイサービスセンターとは、買物やボランティア活動、庭の畑仕事な
どについて合同で活動し、利用者同士の交流の場としています。献立は、職員が１
週間交代で作成するため、バラエティーに富んでいます。利用者の希望で、寿司、
ちゃんぽん、鍋物にすることもあります。

 
地域に密着した施設を目指し、１５年以上がたちました。ホームより丹沢の山並みを見渡す環
境の下、家庭的でゆったりとした雰囲気を大切にしています。一人、ひとりの認知度や症状、
性格や身体状況に配慮し、個々の想い（不安・悲しみ）を受け止め、一人、ひとりに合わせた
デイタイムケアプランを作り、季節を感じる外出、季節の味覚を楽しむ食事等、今を楽しむ環
境作りを心がけています。二階には認知症対応型通所介護（デイサービスセンター）があり、
ホーム内の畑での野菜作りや合同でイベントを開催するなど利用者様の交流の場になっていま
す。また役割活動（食事前のテーブル拭き・食後の下善・簡単はき掃除・お花に水やり・日め
くりカレンダーめくり他色々）積極的に行い喜びのある日々をおくって頂いてます。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム渋沢

 ユニット名 1ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホーム渋沢.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

会議では施設の日々の活動、事故等を
報告すると共に、行政からの助言やご
利用者、ご家族からの要望などを取り
入れ、検討する貴重な場としていま
す。毎回１０名以上の参加がありま
す。

事業所の状況や活動報告をしていま
す。毎月のテーマとして地域交流と地
域連携、非常災害対策、認知症の理解
など意見交換しています。 自治会長か
らは徘徊対策の提案もあります。開催
間隔は３ヶ月に１回を、２９年度から
２ヶ月に１回に変更します。

市が企画した福祉フェスティバルに毎
年参加しています。又、普段より運営
に関して、相談にのって頂いたり、助
言を頂いたりしています。運営推進会
議にもご参加頂いております。

運営推進会議に市の職員が参加してい
ます。地域の総合防災訓練では、福祉
施設の被災事業所となり、協力してい
ます。土砂災害を想定した訓練では事
業所間協力を提案しています。福祉
フェスティバルにも同業者で参加し、
作品を出展しています。

近隣に、小学校・子ども園があり、小
学校のふれあい祭りや、自治会の夏祭
り等に積極的に参加してます。ホーム
の前に地域の皆さんの畑が広がってお
り野菜の作り方を教わったり、頂いた
りと、楽しく交流させていただいてま
す。

地域密着の輪を広げています。隣の町
の夏祭りに利用者と参加して歓迎され
ています。地元商店から新鮮な食材を
購入しています。看護系大学生の実
習、ボランティアによる外出支援、デ
イサービスセンターと一緒に人形劇や
手品などを楽しんでいます。

職員が認知症キャラバンメイトに参加
して、サポーター講座を地域で開き、
認知症の理解を広めている。またその
ことで地域の他の事業者の方との交流
も増えました。長年、看護系大学の実
習も受けており多くの学生さんがはじ
めて認知症の方と触れ合ってます。

運営母体法人の理念から抜粋したもの
を事業所の理念としており、職員の目
の届く所、事務室や廊下に掲示してい
ます。又、リビング横の和室には、理
念が記入されたカードを用意して職員
が日常から目にすることができるよう
にしている。

理念は「利用者と職員間の人間愛、安
心と尊厳、明るく豊かな生活を一緒に
創ること」を骨子にしています。職員
は一人ひとりの今の状態を正しく理解
し、毎日”ありがとう”と気持ちよく
接しています。行き詰まると読み返し
再確認しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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グループホーム渋沢.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

ご家族様には来所時、担当者会議時に
細かく現状報告すると共に、意見の言
いやすい雰囲気作りに取り組んでい
る。また毎月の手紙・独自のご家族ア
ンケートも実施している。

家族との面会時やイベント参加時に意
見や要望を聞くようにしています。遠
慮がちな家族の不安へは本当のことを
話しています。試行錯誤の結果を家族
へ伝え、現実を理解してもらっていま
す。家族へは連絡ファイルで近況を報
告しています。

管理者が研修に参加しており、利用者
に必要が生じれば、市の担当者の協力
を得て、制度を活用する準備が出来て
いる。

単に契約を結ぶという姿勢だけでな
く、不安を抱えている家族の話をしっ
かり傾聴し、こちら側の話が聴ける状
態になった上で、わかりやすく、理解
できたかを確認しながら行っている。

月一回の業務カンファレンスの際には
必ず、虐待を取り上げ、早期発見、事
前防止に努めています。又、身体拘束
防止のポスターを廊下に掲示し、職員
が日頃から目にするようにしていま
す。

会議やミーティングなどでは認知症の
症状による不可解な行動の理解、寂し
さからくる行動の見守りなど、接遇マ
ナーや不適切な事例を話題にしていま
す。鍵は外部からの侵入を想定し施錠
しています。外出したい場合は。一緒
に出掛けています。

月一回の業務カンファレンスの際には
必ず、虐待を取り上げ、早期発見、事
前防止に努めています。又、職員に対
して身体拘束・虐待の勉強会も実施し
た。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

管理者は、地域の管理者等と交流し、
独自の研修会に参加、今後職員にも参
加を促し、地域のネットワーク作りを
実践していきたい。法人内にて、リー
ダー会議・勉強会を実施している。

初期は、特に気配り・目配り・心配り
を徹底して、『何が本人様にとって１
番心地よいか』と考え、支援する。入
居間もないと時は、心細いので、さり
げない声かけや、対応を行う。

人事評価において、個々の得意、不得
意を明確にして、目標達成など、示す
ことで、自身の立ち位置がわかる為、
次の目標設定や動機付けになってい
る。

年間研修計画の中で、実施している。
今年より、法人内で介護職研修、経験
度に合せた研修があり多くの職員が参
加する。また外部研修にも参加させて
いる。

認知症介護においてはチームケアが基
本である為、運営に留まらず、職員の
意見を積極的に聞き、すぐに対応し、
設備等の不具合であれば、法人の施設
課がすぐに対応している。個々の面談
も年２回実施する。

職員は疑問や意見があると「夕方の多
忙時の担当は誰か」などを自由ノート
に書き、担当者会議で話し合い、共有
しています。個人面談もあります。職
員に新しい入居者の相談もしていま
す。職員は演芸、環境などの委員とし
て腕を発揮しています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

入所時には生活歴をしっかりとアセス
メントし、生活が継続できるよう支援
しています。なじみの美容室や歯科、
ご家族との墓参り等も行ってます。

友人や家族が訪ねてくると、職員も談
笑の場に入り、繋げるようにしていま
す。電話の取り次ぎもしています。家
族とは馴染みの場所や食事、寺に出掛
けています。隣町の祭りに参加し、古
いつながりを思い出しています。

『共に生きる』を合言葉に、利用者様
と職員が同じ空間で笑い、同じものを
味わい、感じる、理念に基づき、暮ら
しを共にする関係を築いている。

家族もチームケアの一員とし、コミュ
ニケーションを意識的にとるようにし
ている。面会時には積極的に声掛け
を、現状を報告するだけでなく、時に
は認知症を理解して頂くお話も、事例
を出しながらすることもあります。

電話で相談事を聞いたり、見学時にも
お話を聴いています。特に初期は聞き
役に徹して要望等を出しやすくする雰
囲気を心がけている。

相談を受けた際は、利用者と家族の状
況を第一に考え、事業所だけで解決し
ようとせず、関連機関と連携をとり、
他のサービスも視野に入れた検討をし
ています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

生活歴を把握し、能力が最大限に発揮
できる生活が送られるように（自分ら
しく生きる）、できること、できない
ことを見極めケアに活かしている。
（私のことをよく知って下さいシート
を活用）

のんびり、ゆったりを基本に心地良い
疲労感、活動ができるように個別にデ
イタイムケアプランをたてており、そ
の場の状況にあわせて柔軟に行ってい
ます。

サービス終了後も困ったことや介護の
ことの相談を継続しています。サービ
ス終了後もご家族には、認知症の理解
者、地域住民代表として運営推進会議
に参加して頂いています。

認知症の重度化により、本人の意向が
掴めない時は、その利用者が認知症で
なかったら、どう判断するかが重要に
なるので、発症前の生活の様子を再度
アセスメントしています。

思いや意向は、毎日の観察と見守り結
果からアセスメントシートを確認修正
しています。業務日誌に毎日の変化を
記録し、情報を共有しています。「私
のことを良く知って下さい」シートで
は認知症の現状を分析し、積み上げて
います。

利用者同士の関係を見極め、場面設定
したり、座る席を考慮して、円滑な交
流が図れるよう支援し、トラブルにな
りそうな場合は介入しています。レク
リエーションや散歩等では、利用者同
士のコミュニケーションを図っていま
す。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

通院が困難な利用者が多く、その為、
往診を含めて協力医と情報交換をしな
がら、利用者の健康維持に努めていま
す。常に協力医と連携し、絶えず利用
者の健康状態について連絡を取り合っ
ています。

月１回の訪問診療と、週１日看護師職
員が勤務して健康管理を行っていま
す。協力医療機関との連携で、必要な
時に医師の指示を仰ぐことができま
す。入所前のかかりつけ医に通院する
場合は、家族や医療機関と連絡を密に
して、病状を把握します。

医療連携加算を受けており、１週間に
１度、看護師が訪問して利用者の健康
維持に努めている。

自治会に加入しており、回覧板等によ
り、地域の情報が伝わっている。自治
会、行事等に参加したり、地域のボラ
ンティアを招いたり、地元の人々と交
流することに努めています。

介護計画にあたっては、居室担当中心
に全ての職員で意見を出し合い決めて
いる。利用者の心身に変化が現れた際
は家族、関係者等と話合い、本人の負
担を考慮し、新しい計画を作成してい
る。

日々の活動の中で出来ること出来ない
こと、認知度の変化をとらえ、基本項
目、アセスメント項目、私のことを
もっと知ってもらいたいことを修正し
ています。ケアプランは、ユニット
内、利用者・家族などの意見を聞き、
６ヶ月ごとに見直しています。

利用者の様子を個別ケア記録に記入
し、朝、夕の申し送りや、カンファレ
ンスにて情報の共有を図り、てケアプ
ランの見直しの前に担当者会議（ご家
族を含む）を行い見直しいている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

事務所の目に付く所に緊急時対応マ
ニュアル、入居者捜索マニュアル、緊
急連絡網を掲示しています。利用者の
急変、事故発生時には管理者や協力医
に報告し、指示をあおいで対応してい
ます。

定期的に防災訓練を行い、消防署にも
報告しています。万一災害が起きた時
には利用者を毛布にくるんで外に出す
など確認し合いました。地域の方も訓
練に参加し、消防団にも協力の要請を
しています。

年２回の避難訓練で、消防署の指導を
受けています。今年度は、市の総合防
災訓練の会場となり、地域の関係機関
と合同で、避難訓練を行っています。
緊急対応マニュアルがあり、非常持出
袋や備蓄品が用意されています。

訓練で、近隣の住民や関係機
関との協力関係も築いていく
ことが期待されます。

入院の際は、協力医に相談し、紹介状
を書いて頂いています。又、入院中に
おいては、家族に様子を聞いたり、早
期退院に向けて、管理者が病院と電話
や、訪問したりして情報交換をしてい
ます。

入所時に重度化指針を書面で家族に説
明して了解を得ています。重度化した
場合や終末期には、利用者にとって一
番良いと思われる方法を家族や協力医
等の関係者と相談して決めています。

入所時に、事業所として出来ることを
本人と家族に十分説明しています。看
取りについて、医療機関や訪問看護ス
テーションと連携体制ができており、
利用者と家族の意思を確認しながら、
取り組むことにしています。看取りに
関する研修に職員が参加しています。

医療連携加算を受けており、週１の看
護師の訪問では利用者の健康状態を報
告しています。又、具合の悪い方には
協力医の指示にて訪問看護師に来て頂
き、適切な看護を受けられるよう支援
しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

利用者様に、テーブル拭き・テイッ
シュ設置他準備に参加して頂き、施設
の畑で出来た野菜を一緒に収穫し、そ
れを召し上がったり、バルコニーにて
秋の『秋刀魚』を炭で焼き召し上がっ
たり、味だけでなく、目でも楽しむ食
事を心がけている。

食事に関して給食委員会で話し合って
います。献立は、職員が１週間交代で
作成するため、バラエティーに富んで
います。利用者の希望で、寿司、ちゃ
んぽん、鍋物にすることもあります。
利用者は、野菜の皮むきや、後片付け
などで力を発揮しています。

その人らしさを出す為には持てる力を
最大限に発揮出来るように、又あくま
で主役は利用者であるようにしていま
す。利用者が社会参加、尊厳され、愛
されていることを実感出来るように常
に接しています。

一日の始まりのモーニングケアでは鏡
に向かい、洗顔、整髪、男性にはヒゲ
剃りを行っています。訪問理美容で希
望に合せたカットやカラーにしてま
す。

利用者には苗字に「さん」付けで呼ぶ
ことにしており、人格を無視した言葉
掛けや態度をとらないようにしていま
す。その為の指導を職員に徹底してい
ます。又、個人情報に関わる物は鍵付
き棚に保管。

年長者として敬意を払い、利用者の思
いを汲み取るようにしています。一人
ひとりが誇りに思っていることを尊重
し、力を発揮できるように支援してい
ます。トイレの誘導や、排泄の失敗に
ついては、さりげない支援を行うよう
にしています。

利用者の声には耳を傾け、何を望んで
いるのかを考え、話しやすい環境作り
をしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

便秘予防の為、朝起き抜けに牛乳をお
出しし、朝食時ヨーグルトを用意して
います。食事メニューも食物繊維を考
慮し作成し、トイレでは、必要に応じ
て腹部マッサージをして排便を促して
います。

毎日午後お風呂を沸かし、１日３人以
上入浴して頂き、スキンシップの場と
しても活用しています。要介護度の高
い方は職員が２人体制で支援してお
り、ゆず湯、菖蒲湯などのお楽しみの
日もあります。健康上、支障のない範
囲で湯加減も調整しています。

殆どの利用者が、週に２～３回の入浴
を楽しんでいます。脱衣所は広々とし
ており、着替えやすくなっています。
冬場は、暖房器具を置いて、温度差に
考慮しています。入浴に消極的な利用
者には、浴室を開けて湯気を感じても
らうなどの工夫をしています。

食後３回口腔ケアをし、義歯の方は義
歯を外し行い、舌苔のある方は、スポ
ンジ等使用し清潔に心掛けています。
夜間は義歯をお預かりして、洗浄剤に
て消毒もしています。必要に応じて訪
問歯科を受診。

夜間オムツの方は、日中はリハパンツ
を使い、トイレ介助を行っています。
排泄チェック表を使っているので、ト
イレの間隔のある方には、声掛けや誘
導を行い、排泄パターンの把握に努め
ています。

トイレでの排泄を大切に考え、２人体
制で介助する場合もあります。一人ひ
とりの生活リズムに考慮しながら、排
泄の支援をしています。睡眠を確保す
るために、夜間におむつなどを使用す
る利用者に、ホットタオルを用意して
います。

食事量のチェック、栄養バランスを考
慮した献立。ティータイム、食事の際
のお茶で１日の水分を取って頂いてい
ます。水分不足や嚥下不良の方には声
かけや形態を変えたりトロミにて対応
しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

家族との話合いで少ない金額ですが、
安心感の為、お金を自分で持っている
方もいられます。職員と一緒に買い物
に行き、自分の好きな物を買っていま
す。夏祭りでは、焼き鳥や、カキ氷を
買って楽しまれました。

洗濯たたみ、洗濯干し、テーブル拭き
等、役割活動を通し張り合いや喜びの
ある日々を過ごせるよう支援していま
す。デイタイムケアプランではそのよ
うな役割活動を取り入れて作成してい
ます。

外出の機会を増やして、季節を感じて
頂いている。また小人数でのドライブ
や、ご家族も散歩など協力的で、今後
は、外食ツアーなども行っていきたい
です。

事業所周辺の、交通量の少ない道を散
歩しています。職員と一緒にスーパー
に行き、食材や日用品を選び、買い物
を楽しむ日もあります。初詣や花見に
出掛けたり、地域の祭りに参加するな
ど、季節ごとの外出支援も行っていま
す。

ゆったりと過ごして頂くようデイタイ
ムケアプランを作成しています。入浴
後は保温の為、休まれる方もいます。
夜間はTVやCDを楽しみながら就寝に入
る方もおり、生活習慣を大切にしてい
ます。

薬説明書をファイルし、必要時確認し
ている。与薬を間違えないよう名前や
色分けし、時間帯個別の薬ケースがあ
り名前と薬を確認し手渡しで飲んで頂
いています。症状の変化の際は協力医
と相談し対応しています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

個室は全室畳で日本の寝室のイメージ
です。畳は撥水性のあるものを使用
し、温かい雰囲気の中にも機能性が考
慮されています。各自たんすや時計、
写真などを持ち込み安住の場になって
います。

居室にはエアコンと押入れが設置され
ています。窓からの日差しを感じる和
室になっています。畳は清潔に管理さ
れています。それぞれ、使い慣れた家
具を置き、好みの飾り付けをして、温
かみのある部屋になっています。

廊下、トイレ、浴室には手すりがあ
り、歩行不安定な方にも、安心して歩
けるようにしてあります。トイレの場
所が分からない方には矢印や目印を置
くようにしています。

北側の廊下には、日が入らず、夜間寒
くならないよう、暖房を入れ対応、湿
度温度計を設置して快適に過ごしてい
ただいている。

台所からカウンター越しに、食堂を見
渡せます。居間のソファーでゆっくり
寛ぐことができます。食堂の窓を開け
ると、事業所の畑や隣地の農園が見渡
せ、山の景色を楽しむことができま
す。利用者は、ＣＤを聞き、一緒に演
歌を口ずさみながら、ゆったりと過ご
しています。

一日ゆったりと過ごして頂けるよう食
堂と居間が一緒だったので、分けて環
境をかえ、食後は、ソファーにて、
ゆっくりTVを見たり、自分の時間を過
ごしていただく。フロアには生花や造
花を飾り、壁には手作りの季節の飾り
物を貼り居心地良い空間作りに努めて
います。

ご家族や親戚からの電話は本人に取り
つぎ、対応している。手紙を書くこと
は少ない。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

〈災害対策〉
定期的に防災訓練（夜間設定）をしているが、
いざとなった時、地域（特に近隣）の方の協力
体制ができていない。

近隣の方に防災訓練に参加して頂き、協力体制
を強化する。

近隣の方に挨拶だけでなく、日頃から、地域の
行事などに参加し交流をはかる

12ヶ月

2 54

〈居心地よく過ごせる居室の配慮〉
居室の掃除は毎日行っているが、日頃できない
所のホコリや汚れがある

日頃できない所、Bed下・タンスの中・押入れ
の中の掃除・整理・整頓を強化する。

各担当職員が定期的な整理・整頓を行い。月数
回ある清掃②の時間に日頃できない場所の掃除
を実行する。

６ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

平成28年度
目標達成計画

事業所名　グループホーム渋沢

作成日：　平成　２９年　５月８日


